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矢上小５年生 米作り体験

香木の森公園に新しい遊具が設

置されました。２年前にも乳幼児

向けの遊具が導入されましたが、

今回は主に小学生向けの遊具が

新たに加わりました。子ども達が

楽しく遊ぶ姿を見られるのを楽し

みにしています。

なので、子どもはもちろん大人になってからも「食育」は

毎年６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」です。
「食育」に対する理解を深め、食育推進活動の一層の充実と定着を図るため、食育推進基本計画では毎年６月を「食育月間」、毎
月１９日を「食（しょく）」が「しょ→初→１、く→９」に繋がることや、「育（いく）」の読みが「１９」になることから、「食育の日」として定
めています。 この機会に ・「孤食」をしない ・家族や友達とそろって楽しく食卓を囲もう ・家族で一緒に食事を作ってみよう ・きち
んと朝ごはんをとろう ・感謝の気持ちをこめて、「いただきます」と「ごちそうさま」を言おう など、自分や家族の「食」について考え
てみましょう。
【問い合わせ先】
学びのまち推進課
℡８３‐１１２７
IP０５０-５２０７-５１００

食育の日

5月6日（木）、力沢谷会館隣の田んぼで、矢上小学校の5年生と寿朗会による米作り体験の田植えが行われました。この事
業は、米作りの一連の流れを体験することで食の大切さを学び、地域の方々との交流を深めることを目的に実施しています。
児童達は初めに寿朗会の方から植え方を習いました。ほとんどの児童にとって田んぼに入るのは初めてで、最初は足を踏み
入れるのに躊躇していましたが、次第に慣れて上手に苗を植えていました。

みんなの食堂

4月28日（日）、矢上地区こども食堂主催の「はらやまみんなの食堂」が開催されました。この取り組みは、矢上地区の方々が中
心となり、食を通じた地域内交流を目的に、昨年度から毎月実施されています。イベントに参加する方々だけでなく、料理を作る地
域の方々や矢上高校の生徒たちとの交流の場にもなっています。
今回は、こどもの日が近いこともあり、兜飾り（かぶとかざり）を作りました。また、矢上地区民球技大会でもおなじみのフィンランド
発祥のスポーツ「モルック」も体験しました。子どもたちが楽しむ姿を見ることができました。
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